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九
月
二
十
五
日
・
頴
田
公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た

「
水
害
の
話
し
合
い
」
に
は
、
鹿
毛
馬
川
・
庄
内
川
流
域
の
自
治
会

を
中
心
に
、
十
一
名
の
自
治
会
長
さ
ん
方
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
か
ら
、
遠
賀
川
河
川
事
務
所

調
査
課
・
防
災
情
報
課
、

福
岡
県
か
ら
、
飯
塚
土
木
事
務
所
・
河
川
砂
防
課
、

飯
塚
市
か
ら
は
、
地
元
頴
田
支
所
、
本
庁
か
ら
、
総
務
部
長
、

都
市
建
設
部
長
、
経
済
部
長
は
じ
め
、
各
部
関
係
職
員
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
き
、
有
意
義
な
話
し
合
い
を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
決
定
し
た
水
害
防
止
施
策

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

鹿
毛
馬
川
・
庄
内
川
は
、
逸
水
し
た
箇
所
、
全
て
の
堤
防
の
か
さ
上

げ
工
事
・
下
流
か
ら
の
浚
渫
工
事
（
川
底
に
滞
留
し
た
泥
の
除
去
工

事
）
を
、
今
年
度
中
に
行
う
。

下
勢
田
地
区
は
、
地
区
内
水
路
の
浚
渫
工
事
を
行
う
。

北
勢
田
地
区
の
堤
防
は
、
二
十
三
年
度
ま
で
に
工
事
を
完
了
す
る
。

佐
与
地
区
の
浸
水
箇
所
は
、

数
日
中
に
地
元
の
方
々
立
会
い
の
も
と
、
現
地
調
査
を
行
う
。

上
勢
田
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

大
雨
に
伴
う
水
の
流
れ
を
、
国
や
県
の
協
力
の
も
と
、
解
明
・
研

究
し
た
上
で
、
必
要
な
対
策
を
施
す
。

そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
住
民
と
、
継
続
的
な
報
告
や
話

し
合
い
の
場
を
持
つ
。

ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
頴
田
地
区
住
民
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
「
生
命
や
財
産
を
護
る
」
た
め
、

「
全
力
投
球
・
活
動
」
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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十
月
四
日
・
十
九
時
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
か
い
た
」
に
お
い
て
、

七
月
豪
雨
も
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
、
市
長
や
幹
部
職
員
と
の
間
で
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
、
整
理
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
言
葉
遣
い
な
ど
が
多
少
異
な
り
ま
す
こ
と
は
、

御
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

小
中
一
貫
校
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
（
教
育
部
長
）

頴
田
地
区
は
小
学
校
と
中
学
校
が
、
同
じ
校
舎
に
入
る
「
施
設

一
体
型
」
の
小
中
一
貫
教
育
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
を
施
し
て
い

き
た
い
。
と
の
事
で
す
。

市
外
局
番
の
統
一
に
つ
い
て
、
（
企
画
調
整
部
長
）

支
所
に
担
当
職
員
の
配
置
を
考
え
て
ほ
し
い
。
な
ど
の
ご
意
見

が
出
さ
れ
、
頴
田
地
区
住
民
と
行
政
と
が
協
議
す
る
場
所
を
、

早
急
に
設
定
す
る
。
と
の
答
弁
で
し
た
。

予
防
医
療
に
つ
い
て
、
（
保
健
福
祉
部
長
）

市
立
病
院
が
、
病
気
を
患
っ
た
人
に
対
す
る
治
療
だ
け
で
は
な

く
、
健
康
な
住
民
に
対
し
て
、
病
気
を
予
防
す
る
施
策
を
行
っ

て
ほ
し
い
。
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
市
立
病
院
と
保
健
セ
ン
タ

ー
と
の
連
携
で
考
え
て
い
き
た
い
。
と
の
答
弁
で
し
た
。

大
平
山
（
勢
田
地
区
）
を
、
き
ち
ん
と
管
理
し
て
ほ
し
い
。
と
の

要
望
に
は
、
（
総
務
部
長
）

水
の
道
に
つ
い
て
の
対
策
は
検
討
し
て
い
る
が
、
市
有
地
と
民

有
地
が
混
在
し
て
い
る
現
状
で
は
、
市
が
全
体
を
管
理
す
る
こ

と
は
、
難
し
い
の
で
、
保
安
林
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
の
、
対

応
策
を
検
討
し
て
い
る
。
と
の
答
弁
で
し
た
。

大
平
山
を
売
却
す
る
の
か
。
と
の
質
問
に
は
、
（
市
長
）

財
源
が
無
い
か
ら
売
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
が
発
展
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
。
と
の
答
弁
で
す
。

ゴ
ミ
袋
の
値
上
げ
金
額
が
「
大
袋
だ
け
二
十
一
円
」
と
半
端
な
数

字
だ
が
、
な
ぜ
か
。
と
言
う
質
問
に
は
、
（
市
民
環
境
部
長
）

消
費
税
分
で
あ
る
。
と
の
答
弁
で
す
。

水
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
避
難
場
所
の
対
応
に
大
き
な
不
備
が

あ
っ
た
。
支
所
職
員
が
不
足
し
て
い
る
。
サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
な
い
。

な
ど
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
（
総
務
部
長
）

地
域
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
を
続
け
て
い
く
。

防
災
無
線
が
完
成
す
れ
ば
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
せ
る
よ
う
に
な
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◆

市
政
へ
の
ご
意
見
な
ど
も
、
お
気
軽
に
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

【
連

絡

先
】

０
８
０
‐
１
７
９
２
‐
５
５
４
５

（
い
ー
な

こ
の
国

ゴ
ー
ゴ
ー
・
し
ん
ご
）

る
。
と
の
答
弁
で
す
。

食
育
を
考
え
れ
ば
、
自
校
式
給
食
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
、
市
の

見
解
は
。
と
の
質
問
に
は
、
（
教
育
部
長
）

頴
田
地
区
で
は
自
校
式
を
考
え
て
い
る
。

他
地
区
で
も
財
政
を
考
え
な
が
ら
、
小
学
校
か
ら
順
次
行
っ
て

い
き
た
い
。
と
の
答
弁
で
し
た
。

９
月
議
会
に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
の
基
本

構
想
委
託
料
が
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
所
属

の
総
務
委
員
会
で
、
次
の
よ
う
に
発
言
い
た
し
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
関
連
施
設
を
老
舗
百
貨
店

に
入
居
さ
せ
、
営
業
継
続
に
助
力
し
て
ほ
し
い
。
と
の
陳
情
や
、

本
町
商
店
街
の
火
災
跡
地
に
、
新
規
の
高
齢
者
用
高
層
住
宅
建
設

の
企
画
調
査
に
つ
い
て
、
請
願
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

旧
町
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
日
常
生
活
物
資
を
購
入
す
る
ス

ー
パ
ー
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
等
に
つ
い
て
は
「
頴
田
地
区
」

等
、
計
画
通
り
に
進
ん
で
い
な
い
現
状
の
な
か
、
新
規
建
設
構
想

な
ど
を
手
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
の
考
え
を
申
し
述
べ
、

飯
塚
市
政
に
お
い
て
、
中
心
部
と
旧
町
な
ど
の
周
辺
部
と
は
政
策

比
重
が
違
う
の
か
、
な
ぜ
、
飯
塚
市
全
体
で
の
計
画
を
進
め
な
い

の
か
、
と
い
う
、
質
問
に
つ
い
て
は
、

飯
塚
市
は
一
つ
で
あ
る
、
旧
町
地
域
に
つ
い
て
も
、
出
来
る
だ

け
早
く
計
画
策
定
に
取
り
組
む
。
と
の
答
弁
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ま
ず
中
心
市
街
地
あ
り
き
、
な
ど
と
の
誤
解

を
受
け
な
い
よ
う
、
飯
塚
市
全
体
と
し
て
の
整
合
性
を
も
た
せ
る

計
画
の
策
定
を
要
求
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

担
当
の
総
合
政
策
課
と
話
し
合
い
を
持
ち
、
ま
ず
は
、
地
元
利

用
者
の
ご
意
見
を
承
る
べ
く
、
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
箱
の
設
置
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
方
か
ら
、
ご
要
望
の
多
い
、
頴
田
支
所
や
頴
田
病
院
、
高
齢

者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
今
後
も
、

積
極
的
に
強
く
、
訴
え
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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「
陳
情
書
・
要
望
書
」
に
つ
い
て
。

議
員
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
に
お
い
て
、
皆
さ
ま

よ
り
、
様
々
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
機
会
が
、
大
変

多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
、
比
較
的
簡
単
に
直
接
、

行
政
に
対
し
て
訴
え
る
方
法
に
「
陳
情
書
や
要
望
書
の
提
出
」
と
、

い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
「
要
望
内
容
や
要
望
年
月
日
が
、
文
章
と
し
て
残
り
、

行
政
担
当
者
が
異
動
し
て
も
後
任
者
に
説
明
し
や
す
い
」
と
い
う
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ご
意
見
や
ご
要
望
の
内
容
は
、
即
・
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
も

の
も
多
く
あ
り
、
時
間
が
か
か
る
か
ら
こ
そ
「
文
章
と
し
て
残
し

て
お
く
」
と
い
う
行
動
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

提
出
先
に
つ
い
て
は
、
陳
情
・
要
望
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
都
度
、
頴
田
支
所
や
、
私
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

「
具
体
的
な
書
き
方
」
な
ど
に
つ
い
て
も
、

出
来
る
限
り
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
ま
せ
。

平
成

２
１

年
○

○
月

○
○

日

飯
塚

市
長

齊
藤

守
史

様

○
○

○
自

治
公

民
会

長

○
○

○
○

㊞

市
道

舗
装

に
関

す
る

要
望

要
旨

添
付

地
図

記
載

の
市

道
に

つ
い

て
舗

装
整

備
を

要
望

す
る

。

理
由

当
該

道
路

は
、

市
道

認
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
が

、
舗

装
整

備
が

、

道
路

中
途

で
途

切
れ

た
ま

ま
で

あ
り

、
奥

に
は

防
火

水
槽

も
あ

り

ま
す

。

ま
た

、
７

月
２

４
日

～
２

６
日

の
豪

雨
に

よ
り

、
市

道
の

一
部

が

崩
壊

し
、

通
行

も
ま

ま
な

ら
な

い
状

態
で

あ
り

ま
し

た
。

災
害

時
に

お
い

て
も

、
高

齢
者

や
子

ど
も

達
が

安
心

し
て

、
歩

行
・

通
行

が
で

き
る

よ
う

に
、

早
期

の
舗

装
完

備
を

、
お

願
い

い
た

し

ま
す

。
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